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【背景・目的】声帯結節は小児では男児に、成人では教員
や保母などの 30 歳代～40 歳代の女性に多く、年齢分布の
曲線が 2 峰性のピークを持つ疾患である。小児例でも成人
例でもその原因が声の濫用であることが多く、小児である
ことや職業上の理由から声の衛生を保つことは困難であ
る。同じ声帯の炎症性腫瘤性疾患である声帯ポリープに対
しては、保存的治療が無効なことが多いため喉頭微細手術
の適応になる場合が多いが、声帯結節においては再発率の
高さや術後の声の衛生の問題から手術適応は限られたも
のになっているのが現状と思われる。さらに、小児の場合
は入院・全身麻酔・手術自体が小児の身体への侵襲となり
得るため、さらに手術適応の決定は困難である。 
今回われわれは、声帯結節の小児の音声障害例における
頻度を検討するとともに、小児声帯結節の手術を選択しな
かった場合の自然経過を観察し、小児声帯結節症例に対す
る診療の現況につき考察する。 
 
【方法】1)小児の音声障害症例における声帯結節の割合 
声の症状を訴えて新潟大学医歯学総合病院耳鼻咽喉科
音声外来を 19 年間に受診した小児例 234 症例のデータか
ら、小児の音声障害に声帯結節が関与する割合を検討し、
同時期に同外来を受診した全年齢 1,430 症例における声
帯結節の割合と比較検討した。 
2)小児声帯結節の自然経過 
新潟大学医歯学総合病院耳鼻咽喉科音声外来を受診し
た小児声帯結節症例のうち、手術を行わずに 6 か月以上経
過観察をし得た 26 例につき、その自然経過と年齢の関係
につき検討した。 
 
【結果】1)小児の音声障害症例における声帯結節の割合 
声の症状を訴えて新潟大学医歯学総合病院耳鼻咽喉科
音声外来を受診した 15 歳以下の小児症例 234 例のうち、
疾患別では声帯結節が 62.0％と最も多く、嗄声はあるが
喉頭に器質的病変のない音声障害症例が 21.8％、ポリー
プ様声帯と喉頭炎が 3.8％と続いた。すなわち、声の症状
を訴える小児の 6 割以上が声帯結節症例であった。また、
同時期に同外来を受診した全症例 1,430 例で最も割合が
高かった疾患は 18.0％を占めた声帯麻痺であり、声帯ポ
リープ 12.6％、声帯溝症 12.0％が続き、声帯結節は 4 番
目の 11.7％であった。すなわち、全年齢層においては声帯
結節は 1 割程度に留まっていた。 
2)小児声帯結節の自然経過 
 新潟大学医歯学総合病院耳鼻咽喉科音声外来を受診
して声帯結節と診断された 15 歳以下の小児例のうち、6
か月以上経過観察をし得た 26 例においては、嗄声の出現
時期は平均 5 歳 8 か月で、声帯結節の改善傾向は、内視鏡
所見では 10 歳から、聴覚心理的評価（GRBAS 尺度）の
嗄声度（G）は 7 歳から、無関位発声時呼気流率は 10 歳
からみられた。そして、小児声帯結節症例の大部分が変声
期前に改善傾向が始まり、変声期を経て軽快または治癒し
ていた。また、軽快または治癒が確認された 20 例につい
て初診時と最終受診時の嗄声度と無関位発声時呼気流率
の変化を検討したところ、嗄声度は全体に年齢とともに低
下し、特に 9 歳～12 歳にかけてその傾向が強く認められ
たが、呼気流率には嗄声度のようなはっきりとした傾向は
みられなかった。同一症例で連続する 2 年で検査し得た
25 例では、嗄声度では 7 歳以降いずれの年の比較でも次
年には改善する傾向がみられ、その傾向は特に 9 歳～10
歳で大きかった。呼気流率は 10 歳までは上昇傾向がみら
れ、10 歳～11 歳にかけて急速に下降していた。 
 
【考察】新潟大学医歯学総合病院耳鼻咽喉科音声外来のデ
ータにおいては、小児受診症例のうち声帯結節が最も割合
が高く 6 割以上を占め、同時期の成人を含めた全年齢層の
データよりも明らかに高かった。また、手術を行わずに経
過観察した小児声帯結節症例においては、大部分で音声機
能は自然軽快または治癒しており、内視鏡所見・聴覚心理
的評価・呼気流率で各々特徴的な改善年齢と改善パターン
があることがわかった。 
小児声帯結節の治療方針においては、①早期の嗄声軽快、
②8 割は 1 回の手術で治癒、③9 歳以降は再発率が低下、
④言語聴覚士不在の施設の多さ、⑤自然治癒しない症例の
存在、などの理由から手術を見直すべきだという見解もあ
るが、小児の声帯結節に対する積極的な手術に関しては否
定的な見解が一般的と思われる。今回の結果からは、小児
声帯結節症例に対しては、自然治癒し得る疾患であること
を念頭に置いて早期の喉頭微細手術は第 1 選択とせずに、
年齢を考慮しつつ変声期以降まで経過観察をするという
基本方針は妥当と考えられた。 
 
【結論】小児声帯結節症例の診療においては、基本的には
音声機能を年齢ごとに経過観察して変声期以降までは保
存的に待機し、手術適応に関しては対象症例の個別的な事
情を考慮して検討すべきと思われた。 
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【背景・目的】切断者が、機能的かつ快適に義足を使用す
るためには、ソケットの適合性や代償パーツの性能、アラ
イメント調節など、多くの要因が影響する。中でもソケッ
トは、生体と義肢をつなぐ最も重要なインターフェースで
あり、義肢の心臓部ともいわれている。そのためソケット
は、体重の支持、義足操作のための力の伝達、義足の懸垂
といった機能を担い、これらを発揮させるためには断端が
ソケットに的確に収納されていることが条件となる。通常、
大腿切断端は大腿骨を取り巻く軟部組織によって構成さ
れているため、これらの機能は主としてソケット内の軟部
組織を介し大腿骨に伝えられ実現されている。また軟部組
織の量や硬さ、弾力は、年齢、性別、切断部位によって異
なり、その容積は日内変動があり、個人差もある。特に女
性では月経周期による影響を大きく受けるためにソケッ
トに不適合が生じ、日常生活に支障を来している。 
しかし、現在これらの断端容積変化に対する対策は、経
験的に行われているが、具体的に示されてはいない。また
断端容積変化量について研究し、ソケット製作や適合に活
かされた先行研究は少ない。 
そこで本研究では、女性大腿切断者の断端容積変化につ
いて明らかにし、義肢装具士のソケットの製作および適合
に活かすことを目的とした。さらには容積変化に対応した
ソケット材料の開発の基礎となるエビデンスを構築し、女
性切断者の QOL の向上を目指す。今回は、その前段階とし
て、文献調査を行ったので報告する。 
 
【方法】文献調査は医中誌、メディカルオンライン、CiNii、
J-STAGEの文献検索サイトを使用した。検索キーワードは
「切断・義足・ボリューム変化・浮腫・女性・月経」の6項
目とした。 
 
【結果】検索結果、6項目全ての検索キーワードを含む文献
を見つける事は出来なかった。検索キーワードを分解し
「切断・義足・浮腫」で得られた文献数は118件、「女性・
浮腫・月経」で得られた文献は2558件で、文献総数は2676
件であり、その中から本研究に直接関連する文献は38件で
あった。これらの文献から得られた知見について以下にま
とめた。 
一般的に女性は、月経の1週間前から月経期間中に分泌
される黄体ホルモン（プロゲストロン）の影響で血管が拡
張し尿の量が減り、体内に水分を溜め込む作用が働き浮腫
が起こりやすくなると言われている1）。切断者の断端のボ
リューム変化を調査した研究では、1日の断端のボリュー
ム変化量が7％であったことが報告されている2）。これらは、
体質による個人差や生活状況が影響するとされているが、
義足ソケットの適合に大きな影響を及ぼすことが考えら
れる。さらに女性は、男性と比較して「身体全体の筋肉量
が少ないため代謝が悪い」、「体液が滞りやすい」、「皮
膚が柔らかいため皮下組織の圧が低くなり、体液を静脈に
戻しにくい」、「浮腫が起こりやすい」などの特徴がある。
下肢切断者は、切断により骨格筋の停止部および遠位関節
が失われることによって、筋活動量の低下、筋収縮に伴う
体液循環機能の低下が生じる。今回の文献調査では、女性
切断者の月経周期における断端変化に関する研究や、その
内容に言及した論文を見つけることは出来なかった。  
 
【考察】女性は男性に比べて浮腫が起こり易く、月経周期
に伴う変化量が大きいことが分かった。切断者において、
浮腫や断端周径の変化は、ソケット適合に大きな影響を与
える。女性切断者のソケット適合において、１日の日内変
動より、月経周期による断端容積の変化量の特徴を考慮し
たソケットデザインやコンプレッション値を検討、容積変
化に対応したソケット材料の開発を行う必要があると考
える。 
 
【結論】文献調査の結果、女性大腿切断者の断端容積変化
とその影響を明らかにした先行研究は存在しなかった。今
後は月経周期と断端変化の関係性を明らかにするために、
1）断端周径計測、2）体重計測基礎、3）体温計測、4）月
経日記録、5）体脂肪率の変化について調査し分析する予定
である。 
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